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1.  第 16 回総会報告 

第 16 回総会は昭和 58 年 5 月 12 日午後 2 時 10 分ょり，愛媛県農協会館で 行われた。 出席者は約 50 

名 であ った。 議長に山形達也氏 ( 三菱化成生命 研 ・発生生物 ) を選出したのち ，以下のよ 5 に 議 

事 が進行した。 

1, 石川優第 16 回大会委員長挨拶。 

2. 加藤淑総会長挨拶。 

3. 学会活動報告 ( 水野丈夫幹事長，山名清隆 DGD 編集主幹 ) 。 

特に山名主幹より ，本年度は 12 月までに 25 巻 6 号を発行の予定であ り，多くの投稿をお 願 

いしたいという 発言があ った。 

4. 昭和 57 年度決算報告 ( 竹内重 夫 会計幹事，サーキ ，ラ ー N0.44 参照 ) 。 

5. 会計監査報告 ( 野田善郎， 京中川 徹 会計監査委員 ) 。 会計監査の結果， 適正であ ることが 

報告され，承認された。 

6. 学会活動方針 ( 加藤会長 ) 。 特に，第 17 回大会は熊本市で 開催される予定であ ること，第 

10 回国際発生生物学会議 (1985 年 ) に， 日本発生生物学会が 協力する方針であ ること，及び 

学会事務局が 交代することなどが 報告された。 

7. 昭和 58 年度予算案 ( 竹内会計幹事 ) 。 予算案は原案通り 承認された。 ( サーキ，ラ ー N0.44 参 

照 ) 。 

8. 平本幸男運営委員より ， 成 度科学器械研究所ょり 木学会に対して 毎年寄附会が 寄せられる 

ことになった 官報告があ り，使途に関しては 会長に一任することになった。 

9. 藤本十四 秋 第 17 回大会委員長挨拶。 

2.  第 29 回運営委員会報告 

第 29 回運営委員会は ，昭和 58 年 5 月 10 日午後 6 時より松山市にぎたつ 会館で行われた。 

出席者 : 加藤淑 裕 ( 会長 ), 江口吾朗， 岡田盤古， 金谷晴夫，杉山 勉 ，鈴木義昭， 竹市 雅俊， 竹 

内 郁夫，平本幸男，見元紀，水野丈夫，山名清隆 ( 以上運営委員 ), 石川優 ( 大会委員長 ), 野田 

善郎 ( 会計監査 ), 椙山 正雄 ( 学術会議 ), 柳沢富雄 ( 次期幹事長 ), 竹内重 大 ，八杉貞雄 ( 以上 

事務局 ) 。 

報告，審議事項は 総会の項と重複するので 省略する。 

3,  成 度科学器機研究所からの 学会への寄付 

先般，株式会社 成茂 器機研究所， 成茂 栄一社長ょ り ，東京工業大学の 平本幸男教授を 通して， 

年間 50 万円を， 当 学会あ てに寄付したいとの 御申し出があ りました。 

当 学会と致し立してほ ，まことに有難く 御厚意をお う けし，寄付の 主旨に沿 うよう に，有効に 

使わせて頂く 旨 ，先方にお答え 致しました。 
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寄付金の有効な 使い方に関しましてほ ， 去る 5 月 10 日，松山に於て 開かれました 運営委員会で 

討論されました。 主だった意見として ， 

① 会員の海外の 学会に出席する 旅費等の補助。 

② 学生会員のすぐれた 発表への報奨などがあ りました。 

当 学会といたしましては ，会員の皆さんの 御意見を反映し ，有意義なものと 致したく思います。 

つきましてほ ，会員の方達よりの 御意見を日本発生生物学会事務局 宛お 寄せ下さいますよ う お願 

い致します。 

日本発生生物学会会長 加藤 淑 裕 

付記 日本発生生物学会事務局 宛 

東京都世田谷区深沢町 2-1-1 

東京都立大学理学部生物学教室内 

( 人物紹介 )  成茂 栄一さん 

生きている細胞に 顕微鏡下で手術をしたり ，電位を測定したりするマイクロマ ヱ ピュレーシ。 

ン にはすでに 100 年ほどの歴史があ り，わが国でも 鎌田武雄先生などいくつかの 先駆的研究があ 

るが，世界的に 見てこの方面の 研究が広く行われるよ う になったのは 電気生理学の 分野で微小 電 

極を使った Hodgkin らの研究が世界的に 注目された 1950 年以降であ る。 

1953 年に勝木保次先生が 微小電極を使った 新しい研究 法 とともに，これに 関連したいくつかの 

器具をもって 米国留学から 帰られた。 その当時， 成茂 栄一さんは東大物理学教室の 職員として物理 

実験に関するさまざまな 装置の製作にあ たっていたが ，これと平行して 他の分野の研究者から 依 

頼されてその 研究のための 装置も作っていた。 面長博人，小尺 純両先生による 顕微測光装置   
のちにオリンパス 光学から MSP として発売されたもの   の製作も行ったと 聞いている。 成 茂 
さん ぱ ，勝木先生がもって 来られたマイクロマ ニピ ，レーターや 微小電極製作器などの 装置を日 

木 でも作ることを 始めた。 その頃 ，私はすでにマイクロマ ニピ 、 レーシ， ンの 仕事を始めていた 

  

  が ，わずか数本のマイクロピペットを 数十分もかかってフリーハ ソド で作るのはかなりめんどう 

なことであ ったため，早速木下治雄先生にお 願いして 成 茂さんの作った 微小電極 (= 微小ピペッ 

ト ) 製作器の最初のものを 買っていただいた。 このことが私の 成茂さんとのつきあ いの始めであ 

る 。 

その後， 成 茂さんは物理学教室を 止めて独立して 成度科学器械研究所を 設立し，マイクロマ ニピ 

ュ レーシ 。 ンや 生理学における 電気的測定法に 関するさまざまな 装置の製作を 始めた。 成 茂さん 

は製品の開発になかなか 熱心で ，ユーザ 一であ る研究者たちの 要求や意見をいろいろ 取り入れて 

製品に生かしている。 私もしばしば 成 茂さんの製品に 対して注文や 意見を述べてきたが ，私の意見 

や アイディアが 一部採用されて 製品になっているものもあ る。 また試験的な 一品製作にも 協力し 

てくれて，私の 所で作った微小複屈折測定装置なども 成 茂さんの協力によってできたものであ る。 

近年になってマイクロイソ ジ ，クシ " ンや 稜稜殖などの 技術が発生生物学や 細胞生物学の 分野で 
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も注目をあ びるよ 5 になり，マイクロマ ニピ ，レーターやその 関連機器の需要も 増加しつつあ る。 

このような分野の 発展にともない ， 成 度科学器械研究所のマイクロマ ニピ ，レーターも 日本のみ 

ならず外国にも 多数輸出され ，現在では Nanishiee の名は欧米でも 広く知られるよ 5 になった。 

四月始めの或る 日 ， 成 茂さんが私の 研究室に来て ， 私が関係している 生物関係の学会に 毎年百 

万円を寄附したいといって 来られた。 いわばこの方面の 研究の進歩とともに 発展して来た 会社と 

しての恩返しであ るという。 実は成茂さんが 以前から勝木先生の 関係しておられる 神経科学の分 

野の研究者が 国外の学会に 参加するための 費用として毎年寄附をしていたことは 聞いていたが ， 

生物学方面に 対してもこのよ 5 な 好意的な申しいでをされたことをたいへん 有難いことと 考え， 

日本発生生物学会と 日本動物学会にそれぞれ 五十万円寄付していただくよ 5 にお願いした。 加藤 

会長とも相談して 5 月 10 日の日本発生生物学会の 運営委員会で 報告したところ 全員たいへん 喜ん 

でご好意を受けることになり ，その後加藤会長と 同行して 成 茂さんにあ ってお礼を申し 上げた。 

成 茂さんは一代で 欧米にまで名の 知られた成康科学器械研究所を 設立し，また 東京都知事賞， 

東京都発明 展 科学技術庁長官 賞 ，日本発明振興会賞などを 受けるなど，企業家としても 技術者と 

しても成功者のひとりであ る。 しかし，毎年百万円という 金額は私ども 研究者にとってばかりで 

なく，会社としても 大金であ ると 思 5 。 成 茂さんのように 積極的に生物学のために 寄付を申し込 

まれたことは 極めてまれなことで ，たいへん有難いことと 思 、 5 。 寄付金の使用方法については 成 

茂さんは何も 注文を出さず ，学会独自で 考えてほしいとのことであ るが，私個人としては 成 茂さ 

んの好意が有効に 生かせるような 方向で学会が 使用法を考えていただきたいと 思っている。 

東工大・ 理 平 本 幸 男 

5.  l SDB 会費の送金方法について 

I SDB 会費を銀行から 送金いたしますと ，送金手数料がかなりわり 高になるので 改善の方法 

がないだろうかとの 提言が第 29 回運営委員会であ りました。 その後，提言者の 星元紀氏が I SD 

B の BusinessManager の Dr.Lehtonen と書簡を交換された 結果，郵便局から Tnternational 

postal money order で送金ができ ， この方法ですと 手数料が 800 円ですむことが 解ったと連絡 

をいただぎました。 日本発生生物学会の 会員で I SDB に入会しておられる 方が非常に多いの 

で ， ここにお知らせいたします。 ( 文責 柳沢 ) 

6.  第 16 回大会を終って 

石川 優 ( 大会委員長 愛媛大学理学部生物学教室 ) 

日本発生生物学会第 16 回大会は，昭和 58 年 5 月 11. 12. 13 日の 3 日間，松山市の 愛媛県農協会 

館 でおこなわれました。 

本大会は，今年 10 月におこなわれる 予定の日本動物学会第 54 回大会と開催地が 同じく松山市， 

愛媛大学 ) であ るため，当初は 参加者が例年ょ り 激減するのではないかと 心配されましたが ，一 

般講演が 124 題，シンポジウムが 2 演題で，大会運営に 協力してくれた 学生を加えると 大会参加 
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者の合計が 300 名を越える盛況のうちに 会を進めることができました。 

昨年の大会の 総会で指摘された 講演時間の延長の 要望を，今回とり 入れ，発表者の 意向に従っ 

て lR 分 と 20 分の講演時間で 大会の進行を 試みました。 このことによる ， 2 つの講演会場における 

各講演終了時間のずれによる 混乱を少なくするために ，講演内容を 2 つの会場によって 異なるよ 

ぅ 配慮しました。 主として A 会場では初期発生， B 会場では形態形成，分化などに 関する講演を 

集約して進行するよう 心掛けました。 大会を終って ， 多くの方々に ， このよ 5 な 講演時間延長策 

に 対するご意見を 伺いましたところ ，大変ご好評をいただき ，皆様のご協力のおかげと 世話人一 

同喜んでおります。 

また，会期中 2 つのシンポジウム ，即ち，シソポジウム A は，杉山 勉氏 ，中内光昭氏のお 世話 

により「発生生物におけるキメラ・モザイク 生物の作成と 利用」について ， 5 月 11 日 16 時から約 

3 時間，シソポジウム B は，竹内重 夫 氏のお世話により「形態形成と 細胞の行動」について ， 5 

月 12 日 15 時から約 3 時間にわたって 行われました。 それぞれのシソポジウムで ，大変漸漸的な 話 

題 提供があ り，活発な討議が 行われました。 このようなシソポジウムを 企画し，運営して ，大会 

の意義をより 一層高めていただいたオーガナイザコ 座長，講演者の 方々に深く感謝します。 

本大会の準備にあ たって，有益な 助言をいただいた 第 15 回大会委員長平本幸男氏に ，また， 大 

金運営にあ たって，天野実，中内光昭，高島庸一郎，越智 脩 ，沢田丸 明 ，野田善郎，日原名生の 

諸氏と，その 研究室の方々，および 学会庶務，会計幹事の 方々に，大変お 世話になりました。 こ 

の紙面をかりて 厚く御礼申し 上げます。 

来年，熊本で 行われる第 17 回大会で ， 再び皆様とお 会いできることを 楽しみにしております。 

  

7.  大会に参加して 

底部 知久 ( 岩手人・教育・ 生物 ) 

今回の松山での 発生生物学会は ，興味深い研究報告が 多く，いい勉強になったと 思います。 発 

生 現象の解明という 最も魅力的な 学問分野での 少数精鋭の学会は ，参加して最も 実り多い学会の 

ひとつであ るよ 5 に思われます 0 

内容的には，遺伝子クローニ ソグや モノクローナル 抗体等の新しい 手法により，今まで 解析で 

きなかった問題に 研究が着手されるようになったと 思われます。 遺伝子レベルでの 知見をもう 一 

度 細胞レベルにもどし ，生体内の細胞分化を 再現できればす ぱ らしいことだと 思われます。 と同 

時に地味な基礎的データの 重要性も忘れてはならないと 思われます。 発生生物学の 各項目に関し 

ては，配偶子形成，受精のメカニズム ，細胞の分化の 転換，遺伝子発現の 調節，細胞接着の 機構， 

，くタ一 ン 形成などの研究が 目立ち，細胞増殖調節機構，細胞周期解析，血合現象の 機構等に関す 

る研究報告が 少なかったのは ，いささか残俳でした。 受精卵から生体が 形成される過程の 解析の 

みならず，生体を 構成する組織細胞の 構造と機能が 維持される機構，また 血合とともにその 維持 

機構が変化する 機構といった 問題も発生生物の 重要な研究課題ではないかと 考えられます。 今後 

の研究が期待されます。 
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プロバラムに 関しては，今大会において 一般講演とシソポジウムが 重なったのは 大変残俳で， 

次回からは重ならないようにお 願いしたい。 また講演時間に 関しても， 15 分と 20 分という二本立 

てより一本立ての 方がよいのではないかと 思われます。 講演 10 分 ，質問 5 分というように 討論の 

時間を多くとっていただぎたいと 思います。 一般講演においても 一つのテーマのもとにいくつか 

の講演を集め ，各講演に対する 討論を行った 後，それらを 総合して討論するといった 形式も試み 

てはどうかと 思われます。 また午前と午後に 20 分ほど休憩時間を 設けて時間の 遅れをとりもどし 

たり，頭を休めたりするのも 必要ではないかと 思われます。 シンポジウムも ，演者は話題提供 程 

度 (5 分 ) にし，一つの 問題に対する 討論主体の形式も 実りあ る成果を期待できるので 忙ないで 

しょうか。 

最後に，来年度の 発生生物学会の 大会がより充実した 大会になり，ますます 学会が発展されま 

すよう 願って筆を置きます。 

8. 発生生物学会大会に 参加して 

二 木 馨 ( 早稲田大・教育・ 生物 ) 

5 月になったばかりだというのに ，照りつげる 光は真夏の よう で，会場から 一歩足を外し 出せ 

ば，スーッの 上衣を脱がなければいられない。 そんな松山で ，第 16 回大会が行なわれた。 第 16 回 

大会とほいっても ，入会したばかりの 私にとっては ，これがはじめてで ，発生学会ではどんな 話 

が聴げるのだ る 5 か ，どんな人々がいるのだろうか ，そして，どんな 批判をらげるのだろうかと   

不安と期待を 持って松山 港 に立った。 会場は松山城が 目と鼻の先， 8 階の休憩室からは ， お 城が 

よく見える。 

会場に入ると ，人がびっしりつまっていて ，座る場所を 探すのが大変であ る。 ようやく座る 所 

をみつげて講演を 聴きはじめると ，なかなか興味深い 話が多いので 驚いた。 お昼休みにはお 城に 

登って，午後にあ る自分の講演のまとめをする 0 ゆっくりとお 城をあ とにして会場に 戻ってみる 

と ，休憩室がなにやら 騒がしい。 よく見ると毛利先生がイソ タビ，一 を受けている。 会場へ入っ 

てみると，後ろのほうにはテレビカメラのようなものが 置いてあ る 0 午後のシソポジウムでも 撮 

影するのかなあ と思いながら 席についた。 午後の一般講演もあ とわずかとなって ，会場の入口の 

ほうがまたさ ね がしくなってきて ，カメラがたくさん 入ってきた。 座長が最後の 講演を紹介する 

と，カメラや 照明がいっせいに 前に出て，講演者を 映しだした。 何回か学会等にはでてはいたが 

このようなことははじめてで ，ほんと 5 に驚いた 0 

初日のシソポジ ゥム は私の講演と 重なっていたので 聴くことほできなかったが ， 2 日目のシン 

ポジウムでは ，講演者も若手研究者であ り，話題も形態形成と 細胞行動という 興味深いものであ 

り ，いっしょう け んめか聴かせていただいた。 

懇親会では，会場にくらべて 人の多いこともあ って，熱気にあ ふれ，様々な 話題が飛びかって 

いた。 発生関係の先生方はあ まり良く知らない 私ではあ るが，いろいろな 先生方と知りあ え， ま 

たいろいろとお 世話になった。 
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今回私が強く 感じたことは ，直接には自分の 仕事とほ関係していない 仕事でも，私の 興味を深 

くひくようなすばらしい 仕事がたくさんあ るのだということであ る。 分化の問題，形態形成の 問 

題，私ももっと 勉強して，私達の 仕事を進める 上に役立てて ゆ ぎたい。 

最後に，学会 2 日日偶然愛媛大学を 案内していただき ，松山の名物まで 御馳走になった 日原先 

生，池田先生にお 礼を申し上げると 共に松山の人達が 皆 親切であ ったことをよい 思い出忙したい。 

9.  欧州発生生物学会議のお 知らせ 

I SDB 会長 岡田節人 ( 京人・ 理 ・生物物理 ) 

過日，来年開催されます 欧州発生生物学会議の 準備委員会から 連絡があ り，この会議に 是非多 

くの日本人研究者の 参加を期待しており ，ついては周知 方 につき協力を 依頼してきましたので ， 

本学会イソフォメーシ。 ソ サーキ、 ラ ー を通じてお知らせします。 

European  Devel0pmental Biology  C0ngress,  S0UTHAMPTON  UK,  2 月 Scptember, 

1984 

なお，第 1 回サーキ，ラ ーは ，小生の手許および 学会事務局にあ りますので，御関心のお る @ 

の方は御一報下されば ， お 送りします。 

また，会議の 詳細について ，さらに情報をおもちになりたい 方は，下記へ 直接御連絡下さい。 

Dr ． Peter@ Thorogood ， The@ Biology@ Dept ， Univ ． of@ Southampton ， SOUTHAMPTON 

S09@ 3TU ， England   

仙 ，書 評 

筋 発生の細胞生物学 

小沢瑛二郎・ 嶋田 裕。 真崎知生締 

学会出版 セ ソタ 一 

本書は 26 人の著者による 6 章からなる 筋 発生学の教科書として 編集された。 筋 発生学は我が 国 

における 筋 研究の中で比較的最近になって 注目をあ びだした分野であ る。 筋 細胞を発生学の 材料 

として用いる 事は種々の利点が 存在する。 その理由の一つは 筋細胞分化においては 分化の指標と 

なるものが他の 糸に比べて著しく 多いという点にあ る。 実際 筋 細胞は発生的には 予定 筋 芽細胞 か 

ら筋 芽細胞を経て 細胞融合の結果筋線維となっていくわけであ るが，この細胞融合は 筋発生の 一 

つの大きな特徴であ る。 また 筋 細胞は高度に 機能分化した 細胞であ るために筋細胞特有の 構造 タ 

ソ パク 質 ，制御 タソ パク 質等 が多量に存在する 事はこの糸における 生化学的解析を 比較的容易に 

するものといえ よう 。 更にこれらの 筋タソ パク質が細胞内で 規則正しい配列をなすことは 形態形 

成の解析に便利な 材料となる。 一万筋細胞が 神経細胞と同様に 興奮性を右する 事から発生生理学 

の 材料としても 用いる事ができるし ，神経節接合が 特定の神経と 筋肉に限局して 形成されるとい 

う性質を特異的な 神経結合のモデルとして 研究する対象にもなり ぅる 。 更に近年の分子遺伝学の 

研究対象としても 筋 細胞は種々の 利点を右している。 多数の筋タンパク 質がすでに同定されてい 
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る 事は，それらタンパク 質の遺伝子のクローニンバを 容易にし，また 細胞分化のモデルとしても 

それら 筋タソ パク遺伝子 群 がどのようにして 全体として制御を 受けているかとい 5 問題に対して 

の解析に適しているといえよう。 

本書ほこうした 筋 細胞の種々の 特質を明らかにできるような 形で， 筋 発生の多様な 側面をモノ 

グラフ的にあ っかっている。 この木を読む 事によって読者は 筋発生全般についての 展望が可能に 

なろ う 。 本書の拷位は 培養条件下での 筋 細胞の形態形成の 解析にあ てられているが ，これは 近 

年 の 筋 発生学の進歩の 多くが筋細胞の 培養実験の所見に 負 う ところが大きいことに 対応している 

と 思われる。 また 筋 タンパク質を 生化学的に解析することにより ， 「オシ ン H 鎖 ， L 鎖及びアク 

チ ソ ， トロポ，オシン ， トロポニン等のアイソザイムが 発生段階を追って 変化していく 事が見事 

に示されている。 このような変化がいかなる 遺伝的支配のもとにあ るかが今後の 課題となるが ， 

現段階における 筋 発生の分子遺伝的解析についても 本書に簡単にふれられている。 また 筋 発生と 

分化 E おいては神経支配の 及ばす影響を 除外することはできないが ，神経 筋 接合部におけるアセ 

チルコリン リ セプタ一の発生と 筋 細胞表面での 分布の変化については 数 章 にわたってかなり 詳し 

い記述がなされている。 現在我が国で アセチルコりソリ セプタ一の遺伝子がクローニ ソグ されて 

いるので，そのことを 利用することにょり ， これらの章に 記載されている 事が更に分子レベルで 

明らかにされる 日も近いのではなかろうか 0 その点でこれらの 章に記されている 事がらは今後の 

研究の基礎となると 思われる。 また筋におけるもう 一つの特徴としての 興奮性の発生。 分化につ 

いても記載されており ， 筋 細胞のイオソチャネルの 分化が他の筋 タソ パク 質 アイソザ イ ムとよく 

似た分化様式をとる 事が明らかにされている。 また臨床的に 重要な筋肉の 再生・移植の 問題につ 

いてもふれられている。 

以上の様に本書は 筋発生全般に 対する展望を 得るのに適当な 書といえる。 ただ現在での 筋 発生 

研究の各方面を 集めたために ，やや記載が 統一的でなく ，有機的関連に 欠けるきらいがあ るが， 

これは本書の 責任とい 5 よ りは，現在の 筋発生研究の 現状を示したものといえよ 5 。 その点， 引 

冊分賦が豊富であ るので読者が 今後の理解を 深める際のレファレ ソス ・ ブ " ク としても役立つと 

思われる。 

( 広瀬官邸 東大・ ロ ・物理 ) 

Ⅱ・山田科学振興財団の 来日・派遣・ 集会の援助について 

上記の件について ，申請要領が 事務局にきています。 関心のあ る方は，事務局または 財団 ( 下 

記 住所参照 ) へお問い合わせ 下さい。 なお，申請締切日は 次の通りです。 

援 助 名 募 集 開 始 締 切 日 

来 日 ． 58 年 4 月 1 日 R8 年 11 月 30 日 
(59 年 4 月 -m0 年 3 月分 ) 

長 期 間 派 遣 R8  年 4  月 1  日 58 年 11 月 30 日 
C59 年 4 月～ 6(W 年 3 月分 ) 
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短 期 間 派 遣 
出発 月 04 ヵ月前の 15 日が締切 目 

( 例 : R8 年 10 月出発の場合 58 年 6 月 15 日が締切 目 ) 

 
     

学 術 交 流 集 会 58  年 4  月 1  日 

C59 年 4 月 -6[@ 年 3 月分 ) 
  58 年 9 月 30 日   

山田科学振興財団 

〒 544 大阪市生野区 巽西 1-8-1 p 一ト製薬 内 

電話 06-758-1231 内線 428 

12. 昭和 57 年度山田科学振興財団研究援助の 決定 

昭和 57 年度の研究援助は 次の方に決定した 旨 ，事務局に通知があ りました。 

排日 研繭氏 ( 北天。 理 ・ 厚岸 臨海 ) 

精子先体のレセプターと 情報伝達 糸 

援助金額 250 万円 

なお， 59 年度申請については ，サーキ，ラー 44 号をごらん下さい。 

13. 事務局移転のお 知らせ 

日本発生生物学会事務局は ，本年 6 月から東京都立大学理学部生物学教室に 移転しました。 役 

員および住所，電話番号は 表紙裏 の一覧表を御参照下さい。 

14. 日本学術会議第 QQ, 89, g0 C 臨時 ) 回 総会報告 日本学術会議広報委員会 

第 88 回 - 一 総理府の「改正方針」を 審議一一 - 
4 月 14 日，政府改正法案をめぐって 緊迫した空気の 中で第 88 回総会が開催されたが ，それに 先 

立って前日の 13 日 10 時 30 分から 12 時 30 分まで連合部会，及び 午後各部会が 開かれた。 連合部会で 

は，当面の事態について 共通の認識が 持てるよう，会長から 経過報告，及び 日本学術会議事務局 

長の改正法案の 内容の紹介があ った。 これに基づき 各部会で真剣な 討議が行われた。 

第 88 回総会では， 1 、 改革委員会報告， 2. 会長報告， 3. 改革問題について ， 4. 申合せ ( 案 )E つい 

ての審議が行われた。 

改革委員会報告 

八十島委員長から 改革委員会全般の 経過が報告され ，渡辺分科会委員長より 選挙制度分科会に 

おいては，「日本学術会議改革要綱」 ( 以下「要綱」 ) に基づく全会員数の ヰ を推薦する委員会の 

構成， 「日本学術会議の 改革についての 総務長官試案」 ( 以下「試案」 ) の会員推薦方法等につい 

て検討した官報告された。 つづいて，岡倉分科会委員長から 部 制 。 専門別 刷 分科会では，各部会 

より提出された 専門別リストを 取りまとめ，各部については 一定数の基礎配分による 定員と ，新 
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しい学問分野及び 科学研究費の 分科細目を考慮し 傾斜配分した 定員の合計とする 案が紹介された。 

なお， 「試案」をもとにした 場合の専門別 E ついても，従来の 専門別 E 関する基本理念をもとに 

して考える必要があ るとの指摘があ った。 

会 長 報 告 

前日の連合部会において ，久保会長は 冒頭，改革問題はデリケートな 政治問題となっているた 

め，政府との 折衝過程における 状況の変化を 外部に明らかにすることができないので ，臨時に部 

会 と総会を開催し ，これを報告する 結果となったと 述べた。 つづいて， 2 月の第 87 回総会で採択 

された政府への 要望の 5 点について， 1. 本会議の独立性，権 限は現行法通り ，実質任命 側 はとら 

ない。 2. 会員選出制については「要綱」案はいれるところとならなかった。 3, 政府 は 改正法案を 

今期国会中に 提出する見込みであ る。 4. 「要綱」に提示している 諸改革の大綱は ，改正法案に 含 

まれている。 5. 改革の綱目の 実施準備のため 第 12 期の任期を 1 年延長する見込みであ ることなど 

を 説明した。 

「試案」に対し ，会長としては 折衝のなかで ，研究連絡委員会の 充実・法制化と 推薦制を結合 

する構想，及び 二段階選出方法を 主張した 旨 報告した。 

これらの折衝と 並行して，総理府は 最近独自に改正法案をまとめたので ，日本学術会議事務局 

長は総会資料として 書き改め，その 内容を文書として 前日の連合部会で 会員に配布し ，改正法案 

を説明した。 

連合部会の報告をふまえ ，総会で久保会長は 改革問題の政府折衝の 経過を再び報告した。 その 

中で「要綱」が 完全に実現されがたい 現状を認識すれば ，政府の改正案も「要綱」全体からみて 

許容できるのではないかと 評価した。 「要綱」の骨組みとなっている 部分は，折衝の 過程におい 

て保証されており ，他の部分は 科学者の自覚と 努力により実施されるものと 期待している 旨を述 

べた。 

会長報告に引続 き ，前日の連合部会で 説明された政府の 改正法案とを 合わせて，改革問題にっ 

き 質疑応答がなされた。 

審議のなかで ，会長から，とくに ，地方区問題は 法案のもとでも 学 ・協会の段階でかなり 自由 

に 調整できること ，また，法案中の 政令，規則の 関係についても 折衝にもちこめる 旨 補足説明が 

あ った。 

以上で議長は 討議打ち切りを 告げ，関連事項として 稲子委員長に 研 連 検討委員会の 報告を求め 

ナ - し 0 

改革問題について 

つづいて，会長は ，これまでの 政府との折衝経過，木日の 総会での討議の 結果をふまえて 会長 

見解の原案を 示した。 この会長見解 ( 案 ) に対しては，総会審議の 結果に基づいて 提案内容が定 

まるとする従前の 例と異なるものであ る，会長見解の 性格が明らかでないなどの 意見があ った。 

討議の途次ではあ ったが会長から ，これは先例のないことではあ るが，その内容とするところは 

総理府との協議の 経過に基づくものであ り異とするに 足りない旨の 説明が加えられた。 原案に対 
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